
本年４月１８日、全国の小学６年生と中学３年生を対象に、全国学力・学
習状況調査が実施されました。この調査の目的は、児童生徒の学力・学習状
況を分析し、学習意欲を高め、学習内容の定着を図るための授業改善をする
ことにあります。
丹波市では、学校が児童生徒にとって安心できる居場所となるために、一

人ひとりが「わかった」「できた」と実感できる授業や、すべての児童生徒
が学習に主体的に取り組み、友だちと協働しながら活躍できる授業を展開す
る必要があると考えています。そのためには、教職員が児童生徒の学習の達
成状況を的確に把握し、一人ひとりのよさや可能性を伸ばし、活かすことが
必要になります。この調査結果から児童生徒の学力や学習状況の課題をとら
え、指導の改善・充実に取り組んでいきます。

丹波市教育委員会



家族全員で、規則正しい生活を心がけましょう。

家庭学習を習慣化させましょう。

TVやゲーム、スマホ・タブレット
の使用について、家庭ルールを作
りましょう。

文章を読む機会を増やしましょう。

がんばりを認め、笑顔でほめましょ
う。

学校や勉強のこと、仕事や社会の出来事
などについて、子どもと話をしましょう。

地域の行事に進んで参加・参画させましょう。

家庭･地域･学校で

学力を育む

７つの提案！
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１時間以上、勉強している １時間以上、勉強していない

（％）（％）

「学校の授業時間以外に、普段（月～金）、１日１時間以上勉強している（学習塾で勉強して
いる時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」
児童生徒の各教科の平均正答率は高い。

小学校 中学校

児童生徒質問調査（丹波市）より

①家族全員で、規則正しい生活を心がけましょう。

家庭・地域・学校で学力を育む７つの提案！

「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」児童生徒の各教科の平均正答率は高い。

小学校 中学校

規則正しい生活ができるようにしましょう。睡眠や食事を、ほぼ毎日同じリズムで生活するこ
とで、学習習慣にも好影響がみられます。

「毎日、同じくらいの時刻に起きている」児童生徒の各教科の平均正答率は高い。

小学校

②家庭学習を習慣化させましょう。

中学校

毎日、同じ時
刻に寝ている
児童の正答率
（青色）

毎日、同じ時
刻に寝ていな
い生徒の正答
率（オレンジ色）

１時間以上、勉強している １時間以上、勉強していない

寝ている 寝ていない

起きている 起きていない

（％）（％）

（％）

各グラフの縦軸（％）は平均正答率の割合です。

宿題があるから勉強するのではなく、毎日、自分で考えて計画的に勉強することが学力向上に
は重要です。

寝ている 寝ていない

起きている 起きていない

（％）



大人が一方的に決めるのではなく、子ども自身も納得したルールにすることで、前向きにルール
を守ろうとします。テレビやゲームの時間や場所などを親子で対話しながら、決めましょう。

「普段（月～金）テレビゲーム（ＰＣゲーム、スマホを使ったゲーム含む）を１日１時間ま
でにしている」と回答した児童生徒の各教科の平均正答率は高い。

⑦地域の行事に進んで参加・参画させましょう。

地域の行事に参加することで、自分たちの地域を知ることができます。地域の課題を考えたり、子
どもたちが主体的に地域をよくするために行動したりすることが大切です。

③TVやゲーム、スマホ・タブレットの使用について、家庭ルールをつくりましょう。

（％）「新聞を読んでいる」と回答した児童生徒の各教科の平均正答率は高い。

中学校

④文章を読む機会を増やしましょう。

新聞を読んだり、本を読んだりする習慣をつけることは、知識を増やし、読解力を向上させること
につながります。興味・関心のある新聞記事や本を探してみてはどうでしょうか。

（％）

（％）

「先生は、あなたのよいところを認めてくれる」と回答した児童生徒の各教科の
平均正答率は高い。

小学校 中学校

⑤がんばりを認め、笑顔でほめましょう。

自分の考えていることは、会話をすることでより深まっていきます。また、普段から会話をしてい
ることで困った時に援助を求めるようになります。

⑥学校や勉強のこと、仕事や社会の出来事などについて、子どもと話をしましょう。

小学校
（％）

中学校小学校

１時間未満 １時間以上 １時間未満 １時間以上

週１回以上 読んでいる 週１回未満 読んでいる 週１回以上 読んでいる 週１回未満 読んでいる

認めてくれる 認めてくれない 認めてくれる 認めてくれない

子どもたちとの対話を通して、ほめたり、認めたりすることで、自己肯定感が高まり、自分を大切
にできるようになります。会話の中からほめたり、認めたりできることをたくさん見つけましょう。

（％）

（％） （％）

（％）



小学校国語

（課題の見られた問題例）

【課題】

〇話し方を変えた理由として、言葉の順序に気を

付けた方がよいこと、短い文で話した方がよい

ことを捉えることに課題が見られました。

また、発言③の伝わりづらさが、発言⑤でどの

ように改善されたかを捉えられていない児童が

多いという課題は、「読むこと」に関連した課

題とも考えられます。

物語を読んで心に残ったところとその理由を条件に応じて、ま

とめて書くことに成果が見られました。

オンラインで交流する場面において、工夫した伝え方を捉える

ことに課題が見られました。

小学校算数

（課題の見られた問題例）

【課題】

〇多くの児童が道のりの等しさに気づくことができていました。しかし、かかった時間にも着目して判断

した理由が書けていませんでした。

また、１分あたりの速さを基にする方法で解答した児童は少数でした。

除法の計算問題など、基礎的・基本的な計算技能につい

て成果が見られました。

課題解決に向けて、言葉や図、式を使って説明する等、

表現することに課題が見られました。

【今後の学習の中で】

☆課題解決における過程において、先生が説明するばかりではなく、児童一人一人が式・言葉・数・図

等を関連づけながら説明をする場を設定します。

☆友だちに自分の考えを説明したり、多様な考え方を見つけたりするなど、個別最適な学びと協働的な

学びの一体的に充実した授業づくりを推進します。

【今後の学習の中で】
☆子どもたちにとって、必要感や必然性のある、話す活動、聞く活動、話し合う活動を設定し、動画な

どを活用したモデルを使って、子どもたちに目的に応じた話し方や聞き方、話し合いの仕方を具体的
にイメージさせる授業づくりを推進します。

【Ｒ６年度全国学力・学習状況調査
小学校国語より抜粋】

家から学校までの道のりが等しく、かかった時間が異なる二人の
速さについて、どちらが速いかを判断し、そのわけを書く問題

【Ｒ６年度全国学力・学
習状況調査
小学校算数より抜粋】

話し言葉と書き言葉との違いに気付くことが
できるかどうかを見る問題。



中学校数学

（課題の見られた問題例）

１次関数におけるグラフの読み取りについて成果が見ら

れました。

数学的な表現を用いて「説明すること」に課題が見られ

ました。

【課題】
〇証明をする過程において、結論である「AQ=PB」を用いる等、順序立てた説明に課題が見られました。
〇三角形の合同条件等の知識を実際の証明に活用できていない生徒が多く見られました。

【今後の学習の中で】
☆図形に関する見方・考え方を働かせて、課題解決に向けて必要な情報を見つけ、既習の「知識・技能」
を関連づけながら、筋道を立てて、結論を導き出すような学習活動を大切にした授業づくりを推進しま
す。その中で、友だちと説明し合う等の学習活動を取り入れた学習場面を設定します。

中学校国語

（課題の見られた問題例）

【課題】

〇多くの生徒が、アの「あの日から数日が過

ぎた」に適切に続くように、物語の最後ま

で書けていました。しかし、イの自分が工

夫した表現について、どのような効果があ

るのか説明することに課題が見られまし

た。

【今後の学習の中で】

☆自分の思いや考えが他者に伝わる文章にするために、表現の効果を意識して工夫した文章を書く学習活

動を推進します。

☆友だちや先生等に自分の伝えたいことが伝わる描写になっているか推敲する学習活動を設定します。

物語を創作する際に、目的や意図に応じて、題材を決

め、伝えたいことを考えることに成果が見られました。

自分が工夫した表現について、どのような効果がある

のか説明することに課題が見られました。

【Ｒ６年度全国学力・学習状況調査
中学校国語より抜粋】

表現を工夫して物語の最後の場面を書き、
工夫した表現の効果を説明する問題

【Ｒ６年度全国学力・学習状況調査中学校数学より抜粋】

筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる問題。


